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大会時の新型コロナウイルス等感染予防対策について

                            ２０２１年７月

              宮城県マーチングバンド・バトントワーリング連盟

１．参加するにあたって

（１）参加する団体，役員，係員は，配布される健康調査表に健康状況を記載し，日々の健康

状況について確認する。

（２）参加者（役員，係員含む）は以下の事象に該当する場合，自主的に参加を見合わせ   

る。なお，ウイルス感染対策による欠員は審査に影響の無いよう配慮する。

  ① 体調がすぐれない（発熱，継続する咳，倦怠感等の症状かおる）場合

  ② 同居家族などに感染者または感染が疑われる者がいる場合

  ③ 過去２週間以内に入国制限や入国後の観察期間を必要とされている地域への渡航が

あった場合

  ④ 過去２週間以内に新型コロナウイルス感染者との濃厚接触があった場合

（３）マスクの着用について

   基本的に演奏演技時を除者常にマスクを着用する。しかし,健康上の理由により，着用が

できないなどの理由がある場合は,健康調査表提出時に報告する。（対象者は十分に感染

対策に配慮する）

（４）バスなどでの移動の際には，可能であれば密にならぬよう台数を増やすなど対策を講じる。

（５）団体毎にマスクや消毒液，手袋，ゴミ袋等を準備し適切な対応をする。

（６）団体毎に行うべき感染対策については，行政，教育機関から出されているガイドライン，

または日本マーチングバンド協会ホームページに掲載されている「新型コロナウイルス

感染症に係るマーチング活動の手引き」及び日本バトン協会ホームページに掲載されてい

る「バトントワーリングにおける感染拡大防止ガイドライン」などを参考に万全の対策を

とる。

２．会場での対応について

（１）チェックイン～演奏演技

  ① 会場への移動については，各団体で責任をもって徹底した感染対策を行い，集団

  感染することの無いよう考慮する。

② 主催者にて準備した健康観察調査表を提出する。（必要項目が記載されている場  

合各団体が使用している書式でも可）

  ③ 会場内では常にマスクを着用する。（演奏演技時は参加団体の判断に委ねる）

  ④ 手洗い，手指消毒を徹底する。感染対策に必要な物品（アルコール消毒液，除菌
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②

    シート，ゴミ袋等）などは各団体で準備する

  ⑤ 会場内では，大きな声での会話をしないよう心掛ける。

  ⑥ ３密を避けソーシャルディスタンスを確保するよう努める。

（２）演奏演技中

①万が一気分かすぐれなくなった場合には，すぐに退場する。

  ②引率者は演技中の様子を観察し，万が一具合が悪い出演者がいた場合には退場させ，

必要に応じて手当てをする。（審判員への通告の必要なし）

③演奏演技中のマスク等の着用については各団体の判断に委ねるが，演奏演技中以外は

着用する。

④入場時及び退場時に，かけ声などの大きな声を出さない。

  ⑤演技中に落下した全ての物品については，団体で責任をもって処理をする。

（３）演奏演技終了後～退館

  ①演奏演技終了後，写真撮影が済み次第，速やかに楽器等を片付け退館する。

  ②会場内での飲食は禁止とする。ただし，健康管理上水分補給に限り許可する。

  ③飲み終わった飲料容器は各自（各団体）の責任で処分する。

  ④各団体のゴミは，全て各団体で持ち帰り処分する。

３．大会終了後の対応について

（１）提出された健康調査表は，大会終了後一か月を目処に主催者が廃棄する。

（２ 大会終了後一週間以内に新型コロナウイルスに感染した場合には，速やかに主催者に報告

することを義務とする。

４．大会の運営にあたって

主催者は，国，厚労省等から示された安全対策や，開催場所の自治体による感染症対策に

則り，参加される皆様，お手伝い頂くスタッフの皆様，そしてお客様へ可能な限りの対策を

講じ運営を行う。 各運営部の感染対策マニュアルについては，別途定めて徹底する。

（１）スタッフの健康観察やマスク着用，手洗い，手指消毒を徹底する。

（２）スタッフの飲食の際の感染防止対策を徹底する。

（３）参加者，お客様への接触を極力削減し３密を回避するとともにソーシャルディスタンスを

維持する。

※文章内のガイドラインの内容は，国および地方自治体から発出される新型コロナウイルス

感染症対策の内容に基づき順次更新する。


